










要約:昨年度のアンケート結果をもとに、7位抗体キット、3位抗体キット別に先天性副腎

過形成症マススクリーニング陽性基準暫定案を作成し、各検査施設に対してその実施の可

能性について調査し、新たに陽性基準案の作成を試みた。7位抗体キットでは、上位 3～5

パーセンタイル以上あるいは直接法で 4～7ng/ml 以上を再測定し、抽出法で 3～3.5ng/ml

以下を正常、10ng/ml までを再採血、10ng/ml 以上を初回即精検とした。再採血検体につ

いては、再々検を行わない場合は、3～3.5ng/ml を正常と精検の基準とした。3 位抗体キ

ットでは、上位 3～5 パーセンタイル以上あるいは直接法で 20ng/ml 以上を再測定し、抽

出法で(5～)8ng/ml 以下を正常、(10～)20ng/ml までを再採血、(10 ～)20ng/m1 以上を初

回即精検とした。再採血検体にっいては、再々検を行わない場合は、(5～)8ng/ml を正常

と精検の基準とした。再々採血を行う場合は、再検検体の判定は、初回検体と同様に行う

こととしたが、再々検は、対象児の状況(低体重児など)、判定日齢や地域の実情に即して

行うこととした。初回検体の判定は日齢 7～14までとしたが、抽出法による測定までに時

間を要する場合は、短時間法による測定なども必要と考えられた。


